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論文内容の要旨
本論文では，デザインの理論におけるいくつかの定理に対して，直交配列表の理論においてそれぞれ
に対応する定理が成り立つことを示す。
F を q 個の元よりなる集合とし X = F n とすると XH:: ハミング距離dH が定義できる。 y (三 F n )が
大きさ N，制約数 n ，水準q ，強さ t の直交配列表をつくるとき，パラメーターを使用して簡単に Yが
OA(N ,n ,q , t) をつくるという。ただ、し N=IYI である口
index 1 の直交配列表について次の 2 つの定理が成立する。
定理 1. YÇF n , Y がOA(qt , n, q, t) をつくるとする口もし，ちがったcodewords聞の (dH に関
する)最大距離がn-l 以下のとき，
次の(1)か(2)が成立する。
(1) (N , n, q. t) = (q 2 , q + 1 , q, 2) 
(2) (N , n, q, t) = ( 2t , t + 1. 2. t) ; tは偶数である。
定理 2 . (Bush) . Y 三 Fn , Y がOA(qt , n, q, t) をつくるとする口もし， q二五tならば
n::; t + 1 0 
定理 1 はスタイナーシステムについての野田一 Gross の定理に対応するものである。定理 2 はスタ
イナーシステムについて Carneron の不等式に対応しているが，本論文の証明は Bush の証明とくらべ
て非常に簡潔である。
定理 3. Y 三 F n , Y は OA( ﾀ qt , n, q, t) をつくるとする。 もし dH (A, B)=nで，任意のC己
Y に対して， dH(A , C) ニ dH(B ， C) になる codewords A , B が存在するならば t 二五 3 。特に t 弓
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3 のときは (N ， n, q , t) = (8 J."., 4 À , 2 , 3) となる。
定理 3 はアダマ-)レデ「ザ、インについての野田の定理に対応している。
Yが距離dH に関して association scheme をつくるとき次の定理が成立する。
定理 4. Y 三 F n , Y がOA( ﾀ qt , n, q，のをつくるとする。 もし， Y が schematic ならば関数
f(n , À)が存在して q亘 f(n ， À) である。
定理 4 は厚見一芳沢の定理に対応している。
特に F={ü ， 1} の場合には次の定理 5 ， 6 が成立する。 AEYI乙対してA' (巳 F n ) をdH (A , A') 
=n となるものとし， Y'={A' I AEY} とする。 Y のすべての codewords H:第 n+ 1 座標成分 0 を
つけ加えて F上の長さ n+ 1 の code をつくる。乙れを Yーと書く。
定理 5. Y 長 F n , Y がOA(N， n , 2, t)(t= 偶数)をっくり，かっ Y = Y' のとき Y はすでに
OA(N, n, 2, t+ 1 )をつくっている。
定理 6. Y 長 F n , Y がOA(N ， n , 2, t)(t= 偶数)をつくるならばY- U(Y- )'はOA(2:N ， n 
+1.2 , t+ 1) をつくる。
定理 5. 6 は t ーデザインの拡張に関する Alltop の定理に対応している。定理 6 は強さ t が偶数で
q が 2 のときはその直交配列表が拡張できる乙とを示している。
論文の審査結果の要旨
古くから統計で用いられている組合せ論の概念に block design と orthogonal array とよばれるもの
がある。それらにはパラメーターとよばれる自然数の組が対応しているが，どのようなパラメーターに
対して上のような組合せ論的対象が存在するかという，いわゆる存在・非存在の問題が組合せ論では一
つの中心課題である。
1973 に Delsarte は有名な論文で，上記の二つの概念が統一的に定義できることを指摘したが，両
者に関する定理を統一的に導き出すには至っていない。
本論文で厚見君は， block design について知られているいくつかの重要な定理に対し， orthogonal 
array についても実際に対応する定理が成り立つ乙とを示している。
例えば Steiner system 'c.関する野田一 Gross の定理に対応する定理として，パラメーター (qt ，
n, q, t )をもっ orthogonal array で， code word 聞の最大距離が n- 1 以下のものが存在すれば，
上のパラメーターは (q2 ， q+ 1. q, 2) か(2 t , t + 1 , 2. t) (ただし t は偶数)のいずれかで
あることを示している。乙の外 block design についての野田，厚見一芳沢. Alltop 等の定理に対応す
る定理をえている。乙れらの結果を証明するため orthogonal array の会合数 lζ関する等式をまず示
し，それが証明の主要な鍵になっているが，乙の等式は Bose-Bush の結果の拡張を与えるもので，そ
れ自身重要である。
以上のように，本論文は Delsarte の思想の最初の具体化といってよく，組合せ論における重要な結
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果を含むもので，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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